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1､はじめに

南極昭和基地(69〃　　　390　35' E)

におけるライダー観測は､ MAPの一環として

1983年の第24=次南極地域観測隊(J AR E

-24)から始め_られた｡当初は､ルビ-レ-

ザを送信光源として成層圏のエアロゾルの観測

を行っていた　1 985年のJ AR E-2　で

は､新たに色素レ-ザを送信光源に加え､中間

圏のナトリウム原子層の観測も実施した｡ここ

では､ 1985年の4=月から10月の間に,J A

R E-26で行ったナトリウムウ原子層の観測

結果についてのべる｡

2､.観測システム

昭和基地に設置されたライダー観測装置のブ

ロック図を図三に示す｡点線で囲わあた部分が

J AR E-26で新たにもちこんだ色素レ-ザ

をベースとしたナトリウム観測用送信光源シス

テムの部分である｡送信光源の交換は､レーザ

トリガ用ケーブル､一受信システムトリガ河光フ

ァイバーケーブルとレ-ザ冷却水パイプの交換

のみで可能となっている｡送受信系システムの

性能を蓑1､に示す｡

3､寵謝速過と結果

1 985年2月1日から第26次隊の越冬が

はじまった｡ 2月5日より色素レ-ザ送信シス

テムの組み立てにかかり､ 3月8日,にレ-ザ発

振を確認した｡その後､システム全体の動作テ

ストを行い､ 3月18日よりテスト観測を実施

して､ 29日より本観測をスタートさせた｡以

後､ 10月までの約7ケ月の間に48日分の観

測に成功した｡ 5月から7月にかけては夜が長

いため長時間の観潮を行うことができた｡ただ､
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図-1､ライダーシステム

表一旦､送受信系の性能

Transm iをt er

Ruby Dye
Wavefeng的 6943nm

347.一mm

0.8J/pulse
0●3

36 ns

､589.0nm

Energy 0.2J/pulse

Linewidth 0.003nm
Pulsewidth 500ns
Repe鮒onrate 0.5Hz 0◆5Hz
D書vergence 一,0m rad ち.0mrad

貝ece柑寧_E

Telescope d iameter

Telescope ar飽

Field of view

Bandwidth

Detect育on photacount.

盈nato g

Height resoldモion

0.5m

0.17 m2

0.5 - 1.5 mrad

1.0 nm(6943nm )

2.5 nm(347.1 nm )

1.0 nm(589.Onm)

2 Ch.

1 Ch.

0.ト10 km(p.c mpde)

7.5-750m(A- mode)



多かったにもかかわらず､成層圏エアロゾルの

急増のため光の透過率が減少して良好なS/N

比を得ることができなかったことに起因してい

る｡

観測期間のナトリウム原子層の気柱密度の変

化の観測結果を図2にしめす｡この結果は､ 1

日の積算平均値と変動の幅を示す｡気柱密度は

5月に多少増加しているが北半球の中緯度帯に

見られる冬季急増の傾向は存在していない｡ 1

日の中での変動の幅が大きいのが特徴で,

J u r amy　らが1977-1979年に北

極域(H e y s s I s l a n d)で行った結

果J)t似た傾向を示している｡

ナトリウム鉛直分布の季節変化については､

ピーク高度および幅についてそれぞれ90土3

km､ 13土3kmの間に入っており､この枕

測期間中に顕著な変化はみられなかった｡

次ぎに､夜間のナトリウム原子層の変化につ

いて､一般に気柱密度は激しく変化する日がお

おい｡夜半に増加する傾向はなく､むしろ内部

重力波による数時間周期の波動が存在している

ようである｡夜間競測時には､毎夜のごとくオ

ーロラが出現するが､希にナトtJウム原子層へ

の影響が観測された｡図3に気柱密度とコンタ

ーマップを地磁気とC NAの変化と比較して示

す｡ナトリウム層がオーロラによって影響を受

ける場合､地磁気の変化よりCⅣAの変化に相

関しているようである｡

4､まとめ

南極域におけるナトリウム原子層のライダー

観測は､事前に国内で装置のテストを行えなか

ったことから不確定な要素が多く観測に対する

不安があったが､結果的には観測システムは正

常に動作して予想以上の観測成果を挙げること

か出来た｡いままで得られたことのない南半球

の高音度におけるデータなので､今後の詳しい

解析に期待する所が多い｡
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図一2､ナい)ウム気柱密度の季節変化
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図-3､ナトリウム原子層のオーロラに

よる変化｡


